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本研究 の 目的は, 糖 尿病患者の 看護効果測定 ツ ー ル の 開発 に 向けて , 糖尿病患者 の セ ル フ ケ ア 能力 の 要素を抽出す る こと
で ある｡ 1990年以降, 千葉 大学大学院看護学研究科 の 修士論文 ･ 博士論文で糖尿病患者を対象に看護授助や面接を通して行
わ れ た 質的研究8論文を選択 し, 質的分析 に より セ ル フ ケ ア 能力の要素を抽出 し, その 要素の 構造が導き出さ れ た ｡
抽 出さ れ た セ ル フ ケ ア 能力の 要素 は, 【糖尿病 や自己管理 に関す る基礎知識】【ス ト レス 対処力】【サ ポ ー ト活用力】【モ ニ
タ リ ン グカ】【応用力】【調整力】【自己 の 身体 を捉える力】【自己管 理 の 自己推進力】【糖尿病をもち つ つ 自 己実現 して い く力】
の 9 つ の要素 で あ っ た ｡
セ ル フ ケ ア の 能力の 要素は , 【糖尿病や自己管理 に関する基礎知識】を基点 に, 【応用力】【調整力】を高め つ つ 発 展する 『自
己管 理方法の 確 立』 と い う方向 と, 【自己の 身体を捉える力】【自己管理 の 自己推進力】 を高め つ つ 発展す る 『自己理解の 深
まり と自己実現』 と い う方向 の 2 つ の 方向が 見出さ れ , 両 方向の 能力 の 中心 に 【モ ニ タ リ ン グカ】 が位置 づけら れ た ｡ そ し
て , こ れ らの 能力を総合的に活用 し て い く 中で , 【糖尿病をもち つ つ 自 己実現 して い く 力】 を高め , 2 つ の 方向 が融合して
い く構造 が導き出さ れ た ｡ また , 【ス ト レ ス 対処力】【サ ポ ー ト活用力】 は, こ の 全て の プ ロ セ ス で 活用す る セ ル フ ケ ア 能力
と して位置づ け られ た ｡
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I . は じめに
糖尿病患者の 看護は , 患者 の セ ル フ ケ ア を支援する
教育的支援が中心 で , 看護援助によ る効果は症状や検査
デ ー タなどの 改善に直接 つ なが るもの で はな い ため , そ
の 効果を明確 にすることが難し い ｡ しか し, 医療 の 現場
で は , 効率性が求め られ, その 中で如何に医療の 質を保
証するかが重視され て おり, 糖尿病患者の 看護にお い て
も, そ の 効果を明確に示すこ とが課題とな っ て い る｡
米国 で は, A A D Eを中心に糖尿病患者 へ の 教育の ア
ウトカ ムを患者の行動の 変化に焦点をあて 捉えようとし
て い る1 )｡ 著者らは , それ に加え, 糖尿病患者の セ ル フ
ケア能力が測定で きれば , 看護援助によ るセ ル フ ケア能
力の変化を捉えるこ と で 看護効果を評価することが 出来
で きるの で はな い かと考えた ｡
セ ル フ ケ ア 能力を測定する ツ ー ル は , 多数開発され て
おり, 日本にお い て も本庄が慢性病患者の セ ル フ ケア能
力を査定する測定ツ ー ル を開発 し て い る 2 )が, 糖尿病
患者に限定したもの で はなく, 糖尿痛と いう疾患の 特徴
によ っ て求められる セ ル フ ケ アが十分反映され て い ると
は い えな い現状があ っ た ｡
ま た, 満足度を測定するD T SQ]', 自己効力を測定す
るD M D SE4 ) な ど日本で の 信頼性妥当性が検証され た
糖尿病患者を対象と した測定ツ ー ル はあるが , セ ル フ ケ
ア能力を包括 して 捉え, また, 日本 で の 信頼性妥当性が
検証された測定ツ ー ル は見当たらなか っ た ｡
そ の ため , 糖尿病患者の 看護効果測定ツ ー ル の 開発に
向けて , まず, 糖尿病患者の セ ル フ ケア能力の 要素を抽
出する必要がある｡ そ の要素の抽出は , 看護援助や面接
を通して 行われ た質的研究にお い て糖尿病患者の セ ル フ
ケア の 内容が克明に記載され て い る千葉大学大学院看護
学研究科の 修士論文 ･ 博士論文より抽出できる の で はな
い かと考えた ｡
そ こ で , 本研究は看護実践知 を含む研究論文をもとに
糖尿病患者の セ ル フ ケア能力の 要素を抽出するこ とを研
究目的とする｡
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Ⅲ . 研究目的
糖尿病患者の 看護効果測定 ツ ー ル の 開発に向けて , 糖
尿病患者の セ ル フ ケ ア能力の要素を抽出すること
Ⅲ . 用語の定義
セ ル フケ ア : 個人の価値一信条を反映する意思決定に
基づ き, 患者一医療者関係を含む社会関係に媒介され て
い と なまれ, そ の 過程に試行錯誤を含み , w ell-beingに
貢献する活動5)
セ ル フ ケ ア能力 : セ ル フ ケアと して 個人が自分自身及
び環境を調整する意図的な行動を遂行する能力
自己管理 :糖尿病の 治療の ために行われ るセ ル フ ケ ア
Ⅳ . 研究方法
1 . 対象論文の選択
対象論文は, 看護的視点から糖尿病患者の セ ル フ ケ ア
状況が詳細に記され て い る論文を選択するため以下 の 基
準を設定した ｡
･ 千葉大学大学 院看護学研究科の 1990年以降の 修士論
文 ･ 博士論文
･ 成人糖尿病患者を主な対象と したもの
･ 看護援助ある い は面接 を行 っ て 収集したデ ー タ を質的
に分析したもの
また , 論文 の 質の評価に つ い て は , 上記に該当する論
文をC O E研究プ ロ ジ ェ ク トにより作成され た評価ツ ー
ル を用 い て 評価し, 選択 した ｡
上記により選択され た20文献全て を対象者の 年齢や合
併症の 有無, 治療法, セ ル フ ケア で 焦点を当て て い る点
な ど多様と なるよう比較検討 した ｡ セ ル フ ケア の 焦点に
つ い て は , 心 理面, 自己管理 の学習, 自己管理 の 具体的
な方法に つ い て の 内容が含まれか つ重複しな い よう8文
献 6~13) を選択した｡
2 . 分析手順
分析は以下 の 手順で行 っ た｡
1) 対象論文を精読し, 結果と して示され て い る記述内
容から セ ル フ ケ ア能力を示すものを 一 つ の 意味を含む
まとまり毎に取り出しラ ベ ル化する｡
2) ラ ベ ル を類似する 内容毎 にまと めカ テ ゴ リ ー 化す
る｡
3) カテ ゴリ ー をさ らに類似する内容毎にまとめ セ ル フ
ケ ア 能力の 要素を抽出する｡
4) 抽出した要素を比較検討し, セ ル フ ケ ア能力におけ
る各要素の 位置づけを明確にし, セ ル フ ケア能力の構
造図を作成する ｡
分析 は, 3 人の研究者で 行 い
,
ま た
,
構造図の作成に
24 千葉看会誌･ V O L.ll No. 2 2005.12
当た っ て は研究を熟知 した糖尿病看護の 研究者1名に
ス ー パ ー バ イ ズを受けた ｡
Ⅴ . 結 果
1 . 抽出されたセルフケア能力のカテ ゴリ ー と要素
8論文から セ ル フ ケ ア能力を示す意味を読み取 っ た計
600枚の ラ ベ ル から セ ル フ ケ ア能力の 9要素が抽出され
た ｡ 各要素の カテ ゴリ ー , サ ブカ テ ゴ リ ー は表1 に示す
通りで ある｡ (【 】 はセ ル フ ケ ア能力の 要素, ( ) は
カ テ ゴ リ ー
, [ ]はサ ブ カ テ ゴ リ ー , ｢ ｣ラ ベ ル の 内
容を示す｡)
1)【糖尿病や自己管理に関する基礎知識】
こ の 要素は, 自己管理を実行して い く上 で基礎となる
糖尿病や自己管理に関する情報を理解し知識とすること
が で きる能力を意味する｡
こ の 要素に は, ｢糖尿病が完全に治る病気ではな い こ
とが分か る｣, ｢必 要な自己管理行動を知 っ て い る｣ と
い っ た [糖尿病や自己管理 に関する基礎知識がある] が
あ っ た o
2)【ス ト レ ス対処力】
こ の 要素は, 糖尿病患者が自己管理に取り組め る情緒
的安定を保 っ たり, 精神的ス ト レス を緩和するため の 対
策を講じる ことが出来る能力を意味する｡
こ の 要素に は, ｢血糖値の 推移が予測 しきれな い 不安
の あると きによ い 方 の 経験 を思 い 浮か べ る｣ と い っ た
自己管理を行う上で の 情緒的安定を得ようとするもの と
｢目標を達成したり, 状態が安定するこ と で安心感が生
じ自己管理に取り組もうと い う意識が薄れ る｣ と い っ た
緊張感が保てな い こ とで の 意識の 薄れが表現され て い る
ラ ベ ル より抽出された [ 自己管理を実行する上 で の 緊張
感と安心感の バ ラ ン ス をとる] や家庭や仕事に問題を抱
え精神的ス ト レ ス が強 い状況があ っ て もそれを緩和する
手段をも っ て い る こ とが表現され て い るラ ベ ル から摘出
され た [ス ト レ ス を緩和する方法をも っ て い る] な どが
含まれ て い た｡
3)【サポ ー ト活用力】
こ の 要素は, 糖尿病患者が自己管理を行 っ て いく上 で
必要な支援を獲得し, うまく活用して い ける能力を意味
する .
こ の 要素には ｢病気を心配してくれる家族 ･ 周囲の存
在がある｣ など周囲の 人や 医療者を活用 し自己管理が行
い やす い 状況を作 っ て い た こ とが表現され て い る ラ ベ ル
より抽出された [ 自己管理 に必要な支援を獲得 ･ 活用す
る] な どが含まれた ｡
表1 抽出され た セ ル フ ケア能力の カ テ ゴ リ ー と要素
セル フケア能力の要素 カ テ ゴ リ ー サブ カ テ ゴリ
ー
【糖尿病や 自己管理 に
関する 基礎 知識】
( 糖尿病や 自己管理 に関す る基礎 知識) [ 糖尿病や 自己管理 に 関す る基礎 知識があ る]
【ス トレ ス対処力】 (情緒的安定 を図 る) [ 自己管理 に 向かえる , 向き合える 精神状況を保 つ]
[ 自己管理を実行す る上 で の 緊張感と安心感の バ ラ ン ス をと る]
(ス トレ ス の緩和策が ある) [ 楽しみ や 気晴 らしと なる ことが 生活の 中 にあ る]
[ス トレ ス を緩和す る 方法をも つ て い る]
【サポ ー ト活用 力】 ( 自 己管理に必要 な支援 を獲 得 . 活用す る) [ 自己管理に必要 な支援 を獲 得
. 活用す る]
(医療者 や周 囲の 人に 自己管理状況を語 る) [ 医療者に 自己管理状 況を語る]
[ 医療者に 自分 の 自己管理上の つ らさ . 悩み . 困難 . 不安 を伝 える]
[医療者 に分 か らない 点を聞く]
[ 周囲の 人に糖尿病 で ある こ とを話す]
【モ ニ タ リ ン グ 力】 ( 療養状況を具体 的に思 い 描く) [ 療養状況を具体 的に 思い 描く]
( 自己の 状況 を把握す る た め に必 要 訓育報 を [自分の血糖値 に 関心 を持 つ]
収集す る) [ 身体感覚 を知覚で きる]
[判断材料 を集め る]
( 自己の状 況を判断 . 評価する) [手技の手順 の 誤りに 自分で 気が つ く こ と が で きる]
[情報をもとに 自分の 身体状況を判断で きる]
[判 断材 料と照らし合わせ ながら自分の 自 己管理状 況を振 り返る]
[ 自分の状 態 ( 身体. 精神 . 生活状況) を冷静 な目で 直視で きる]
[判 断材料をもとに 自己管理状況を評価す る.]
[病状 (血糖 値) に 影響す る要 因が 分 かる]
[ 自己管理行動の 量の 多少を判断す る目安 をも つ て い る]
[ 自分の 状況を判断す るた め の 知識 が ある]
[ 自分で 決め た ( 実践に 活かせ る) 自 己管理 の 目標 がある]
[病状 ( 血糖 値) が悪化 . 改善 した原 因を探索 する]
[ 自己管理の 自分に と つ て の 有効性 (効 果) を実感する]
(自分の 判断を確かめ る) [ 自分の 身体状態を より確実 な方法 で確 か め たい と思う]
[ 自分の 身体状態を より確実 な方法 で確 かめ る 方法を知 つ て い る]
[ 自分の 身体状態の 判断 に不確 かさ を感 じる]
[自分の 判断を医療者 に確か め る]
[ 自分の 判断を点検 . 吟味す る]
[ あい ま い なままの 判断で 対処 した ときの 悪影響を考慮す る]
[ 療養行動の 血糖値 - の 影響 を確 かめる]
【応用力】■ (よ り効果 的で 実行 しや すい 工 夫が 出来る) [ 実行で 出来 そうか どう か吟味する]
[ よ り効果 的な方法 を工 夫 する]
[ 自分の生活状況 や ニ
ー ズ に 合わ せ て 実行で きそう な方法 を工 夫す る]
[ 身体構 能に 合わ せ て 自己管理方法を工 夫す る]
[イン スリ ン 注射手技がうまく い かなか つ た体験から自分 にあ つ た方法を工 夫する]
【調整力】 ( 自分の パ タ ー ン を つ かむ) [ 自分の場 合で の 自己管理行動と血糖値 の 関係 (パ タ
ー ン) をつ かむ]
[ 自分の い つ もの 行動パ タ ー ン が 分か る]
[自分なりの 対処 パ タ ー ン があ る]
( 先を予測 し備 える) [低血糖に なりそうか どうか予測す る]
[起こりうる 問題を予測し備 える]
[対 処後の 状況をさら に予測し予防的対 処を考える]
(生 活状況 に あわ せ て 柔軟 に 自己管理 を調節
する)
[ 生活状況にあわせ て 柔軟 に自 己管理 を調節する]
【自己の 身体を捉 える ( 病 気や 治療 を理解 し自 己管理の 必 要性 が分 [ 自分に と つ て の 治療
. 自 己管理 の必要 性が分か る]
力】 かる) [ 自己管理が必要 な痛気 で あると分かる]
( 自分の 身体を理解し, 用心を向ける) [ 病気と症状 の 関連 が分 かる]
[自分の病状 の程 度 (位 置づ け) が 分か る]
[自分の こ ととして病 気に 関心を向け る]
[自分の こ ととして 病気の 重大性や 危険性を意識す る]
[自分が糖尿病で ある と意識する]
[糖尿病を自分の こ ととして 受け止め られ る]
[自分の 身体 を大切 に しよ うと思え る]
【自 己 管 理 の 自 己推 (判 断や 決定 に 基づ い て 行動 する) [ 症状や 血糖値をもと に低血糖 - の対処 行動 をとる]
進力】 [ 判断に伴 つ て 行動を変更す る]
[ 自分の 行動を律す る規範.をもつ て
い る]
[ 生活に流され ない で 自己管理 を意 識する].
( 自己管理t=自信が もて る) [ 自己管理の振 り返 りから自信 に つ なげる]
[ 自己管理をや つ て い けそうだと思う]
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セル フケア能力の要素 カ テ ゴ リ ー サ ブ カ テ ゴ リ ー
【自己管 理 の 自 己推
進力】
( 病状改 善へ の 期待がもて る) [病状改 善 ヘ の 期待がもて る]
( 自己管理に 取り組む姿勢を自己決定す る) [ 自己管理し ようと思える 願望があ る]
[ 自己管 理しなければ ならない . や る しかな い と思う]
[自己管 理をや ろ う . 続けよ うと思え る]
[主体 的に 自己管理に 取り組 み た い と思う]
[自 己管理 し ようとい う思い を維 持す る]
[必死で 自己管理に 取り組 もうとす る]
[自 己管理 に ゆ とりをもとうとする]
【糖 尿 病 を も ち つ つ ( 人生や生 きる こと - の 支えが あ る) [周 囲の 人から自分が 支え られ て い る と思う]
自 己 実 現 し て い く [支 え.なければ い けない 人が い る こと , しなくて は い けな い 仕事 に支 えられて い
力】 る と思え る]
[生き る支 えとなる 願望が ある]
(今後の 見通しがもて る) [今後 の 見通しがもて る]
(人生 や 生活に 充実感や 喜びを感 じて い る) [ 人生 や生 活に 充実感や喜 びを感じて い る]
( 糖 尿病をもつ た自分や 糖 尿病ととも に 生き [糖尿病をも つ た自分や糖尿病 とともに 生きる生 活に 肯定的 な意味を見出せ る]
る 生活 に肯定的 な意味 を見出す) [ 自 己管理 行動に 楽しみ や生 きが い を感じる]
(生 活の 一 部と して 自己管理 が無理 なく行 え [ 自己管理が 生活の
一
部 に なつ て い る ( 無理が ない , 習慣 化して い る)]
る) [ もとも と行 つ て い た行動 が必要 な療養行動に 合致して い る]
( 自 己管理 しつ つ 自己実現して い く) [ 果たす べ き役 割と自 己管理 を調整 する]
[ 望む生活の実現が自 己管理の 動機 となる]
4)【モ ニ タ リ ン グカ】
こ の 要素は, 必要な情報を集め , 自分の 状況を客観視
し つ つ そ の情報を解釈 し, 判断 ･ 決定して い く, 問題解
決思考過程を踏める能力を意味する ｡
( 療養状況 を具体的に思 い 描く) で は, ｢ 自分に と っ
て 望ま しくな い 生活行動 ( 飲酒)｣や ｢ 野菜作りをする
と土が爪 に入り込む｣ と い っ た状況を自分で具体的に思
い 描くことが できると いう [療養状況を具体的に思 い 描
く] が含まれ た｡
(自己の状況を把握するため に必要な情報を収集する)
で は , ｢食事内容を記録 し, 実行状況の 判断材料とする｣
な どの [ 判断材料を集め る] や ｢低血糖の ときに通常あ
る自分の 症状を自覚して い る｣ な どの [ 身体感覚を知覚
できる] が含まれた ｡
(自己の 状況を判断 ･ 評価する) では , ｢血糖が悪 い と
が っ かり して 測定する の が怖くなる｣ と い っ た ラ ベ ル よ
り抽出された ｢血糖値と照らし合わせ つ つ 自分の 食事内
容から食事摂取量を評価する｣ と い っ た [判断材料をも
とに自己管理状況を評価する] などが含まれた ｡
( 自分の 判断を確かめ る) で は, [自分の 身体状態の 判
断に不確か さを感 じる] [自分の 判断を点検 ･ 吟味する]
などが含まれ , 自己の判断をより確実に しようとするも
の で あ っ た ｡
5)【応用力】
こ の 要素は , 一 般的な自己管理方法か らより自分に
あ っ たもの , より効果的なもの - と自己管理方法を創造
し, 工 夫して い ける能力を意味する｡
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こ の 要素には, [実行できそうか どうか吟味する] [よ
り効果的な方法を工夫する] [ 自分の 生活状況や ニ ー ズ
に合わせ て実行で きそうな方法を工夫する] [ 身体機能
に合わせ て自己管理方法を工夫する] [イ ン ス リ ン注射
手技がうまく い かなか っ た体験から自分にあ っ た方法を
工 夫する] が含まれた ｡
6) 【調整力】
こ の要素は, 自己管理 を生活状況や身体状況の変化や
また
,
その 時 々 の状況に合わせ て調整する ことが出来る
能力を意味する ｡
(自分の パ タ ー ン を つ かむ) で は , ｢どんな時に血糖値
が高くなるか分か る｣ や ｢血糖値の 変化が食事を取る時
間帯に影響される ことを知 っ て い る｣ な どの [自分の 場
合で の 自己管理行動と血糖値の 関係 (パ タ ー ン) をつ か
む] や ｢血糖値が高 い ときには食事量を調整する｣ な ど
の [自分なりの対処パ タ ー ン がある] な どが含まれ , パ
タ ー ン を つ か む こ と で状況に対応で きる能力となるもの
であ っ た｡
(先を予測し備える) で は, ｢低血糖 になりそうな状況
(食事が い つ もより早 い) から低血糖を推測する｣ な ど
の [低血糖になりそうか どうか推測する] や ｢低血糖に
なりそうな状況を予測し辛前に対処で きる｣ な どの [起
こりうる問題を予測 し備える] な どが 含まれ, 今後を
予測し備える こと で状況に対応で きる能力となるもの で
あ っ た ｡
(生 活状況にあわせ て 柔軟に自己管理を調整する) で
は , ｢ 高カ ロ リ ー が出される宴会で も食事が適切になる
ように, そ の 間に具体的な行動の 工夫 を思 い 浮か べ る｣
な どが含まれ , (療養状況を具体的に思 い 描く) や (自己
の 状況を判断 ･ 評価する) と い っ た 【モ ニ タ リ ン グカ】
を活用しなが ら柔軟に自己管理を調整で きる能力と なる
もの で あ っ た ｡
7)【自己の 身体を捉える】
こ の 要素は, 自分 の 身体に関心を向け, 自己管理が必
要な身体状況で ある こ とを自分の ことと して 捉えられる
能力を意味する｡
( 病気や治療を理解 し自己管理の 必要性が分かる) で
は
, ｢ 療養行動を行 っ て い なか っ た経験を振り返り, 行
う必要性 を意識 して い る｣ な ど の [ 自分にと っ て の 治
療 ･ 自己管理 の 必要性が分かる] や ｢糖尿病が 簡単に
良くならな い 病気 だと実感する｣ な ど の [ 自己管理 が
必要 な病気で あると分か る] が含ま れ, 【モ ニ タ リ ン グ
カ】 を活用 しながら 一 般的な知識と し て で はなく t 自分
にと っ て の 自己管理の 必要性を つ か む能力となるもの で
あ っ た｡
( 自分の 身体を理解 し, 用心を向ける) で は, [ 病気
と症状の 関連が分かる] [ 自分の病状の 程度 (位置づ け)
が分かる] な ど自分の 身体の 状況を捉える ことが で きる
能九 また, [自分の こ とと して 病気の 重大性や危険性
を意識する] [ 自分の 身体 を大切に しようと思える] と
い っ た自分の 身体に用心を向けるこ とが で きる能力が含
まれた ｡
8)【自己管理の 自己推進力】
こ の 要素は, 自己管理の 実行に向けて 主体的に , ま
た, 判断や決定に基づ い て行動する意思や姿勢を維持で
きる能力を意味する ｡
(判断や 決定に基 づ い て 行動する力) には, ｢途中で
も望まし い と考えて い な い 食事内容ならや められる｣ と
い っ た [判断に伴 っ て 行動を変更する] や宗教や信念を
も っ て おり [ 自分の 行動を律する規範をも っ て い る] な
どが含まれ , 判断や決定を行動 へ と移せ る意志の 強さと
なるもの で あ っ た ｡
( 自己管理に自信がもて る) では , [ 自己管理の 振り返
りか ら自信に つ なげる] [ 自己管理をや っ て い けそう だ
と思う] が含まれ自己効力感を高めるもの で あ っ た ｡
(病状改善 - の 期待が もて る) で は , ｢合併症は怖 い
が今はち ゃ んと コ ン トロ ー ル して い る の で 大丈夫と思え
る｣ な どがあり病状や合併症の 回避など へ の 見通しが も
て たり, もとうとするもの で あ っ た ｡
(自己管理に取り組む姿勢を自己決定する) で は , [自
己管理しなけれ ばならな い ･ や る しか な い と思う] [主
体的に自己管理に取り組み た い と思う] [自己管理にゆ
とり をもとうとする] な どが含まれ , 自分なりの 自己管
理に取り組む姿勢を自分で 決定するもの で あ っ た ｡
9)【糖尿病をもち つ つ 自己実現 して いく力】
こ の 要素は , 糖尿病をもち つ つ も自分ら しく人生 を生
き, 喜びや充実感を感じられる能力を意味する ｡
(人生や生きるこ と へ の 支えが ある) で は , 苦 し い 状
況の 中でも [生 きる支えと なる願望が ある] や [周囲の
人か ら支えられ て い ると思う] などが含まれた ｡
(今後の 見通しがもて る) で は , ｢今の調子で 行けば -
と未来に見通しがもて る｣ や ｢20年生 きると い う人生の
見通しをも っ て 自己管理 に取り組む｣ とい っ た病気に関
して だ けで なく, 生活や人生に つ い て の [今後の 見通し
がもて る] が含まれた ｡
( 人生や生活に充実感や 喜びを感じ て い る) で は, 糖
尿病をもち つ つ 生 きる生活の 中で も ｢ 身近な出来事に喜
びや自信を感 じ希望の 感情がもて る｣ などが含まれた｡
(糖尿病をも っ た自分や糖尿病とともに生きる生活に肯
定的な意味を見出す) で は, ｢楽しみで行 っ て い る こ と
の 中に セ ル フ ケ アがあると意識して い る｣ ｢糖尿病の お
か げで 長生 きできて い る の かもしれな い と い う ｢感謝｣
の気持ちがもて る｣ などが含まれた ｡
(生活の 一 部と し て 自己管理が無理なく行える) で は ,
｢ 自己管理を行う ことを当たり前と思う｣ と い っ た [自
己管理が生活の 一 部とな っ て い る] と ｢ 別の 健康を意識
して 行 っ て い た行動が必要な療養行動に合致して い る｣
と い っ た [もともと行 っ て い た行動が必要な療養行動に
合致して い る] が含まれた ｡
(自己管理 し つ つ 自己実現する) では , ｢自己管理がう
まく い くように仕事を調整する｣ と い っ た [果たす べ き
役割と自己管理を調整する] や ｢糖尿病の ために自己管
理に取り組んで 今後の 人生を楽 しみ た い と思う｣ ｢ 操行
や フ ル ー ト な ど楽 しみ の ため に頑張りた い と思 う｣ と
い っ た [望 む生活の 実現が自己管理の動機となる] が含
まれ た｡
2. 糖尿病患者の セルフケア能力の要素の構造図
セ ル フ ケア能力と して 抽出され た要素の 関係性と類
似性に着目し比較検討した結果, 抽出され た要素の 性
質には , セ ル フ ケ ア能力の基盤となるもの , 中核となる
もの , 発展の 方向性を示すもの がある ことが明らか にな
り, 図1 の よう にセ ル フ ケ ア 能力の 要素の 構造が導き出
された ｡
セ ル フ ケ ア能力は , 【糖尿病や自己管理 に関する基礎
知識】 を基点と して 【応用力】【調整力】 を高める こ と
により, より自分の 状況や 自分の望む自己管理方法を確
立する こと を可能にする 『自己管理方法の 確立』 と いう
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方向と 【自己の 身体 を捉える力】【自己管理の 自己推進
力】 を高める こと により, 糖尿病で ある自己を見 つ め な
お し, 自分ら しく自己管理 を実行 して い く姿勢を確立す
るこ と を可能にする 『自己理解の深まりと自己実現』 と
いう方向に発展して行く｡ そ して 両方向の 能力を高め る
上 で , 自分の 状況を振り返り , 解釈 ･ 判断し解決策を探
る思考過程が重要となるため 【モ ニ タ リ ン グカ】 が両方
向の 中心にあり, こ れ ら の 能力を総合的に活用して い く
中で , 【糖尿病をもち つ つ 自己実現して いく力】 を高め,
そ の プ ロ セ ス の 中 で 『自己管理方法の 確立』 と 『自己理
解の深まりと自己実現』の 二 つ の 方向性が融合して い く｡
こ れ ら の 能力を高め たり, また, 活 用 して 自己管理を
行 っ て い くため には
,
情緒的安定を保 つ こ とが必要で あ
り, 【ス ト レ ス対処力】 が活用で きるよう , また, 自分
ら しく主体的に自己管理を行おうとするから こそ , 適切
なサポ ー トが 必要 で あり, 【サ ポ ー ト活用力】 が活用 で
きるよう , こ の 2 つ の 能力は全プ ロ セ ス に関わる位置づ
けとな っ た ｡
Ⅵ . 考 察
1 . 糖尿病患者のセルフケア能力の要素と構造図の特徴
オ レ ム
14) は
,
セ ル フ ケ ア ･ エ ー ジ ェ ン シ ー を ｢生命
過程を調整 し, 人間の構造と機能の 統合性およ び人間発
達を維持, 増進 し, 安寧を促進するケアに対する個人の
継続的な要求を充足するため の 複合的 ･ 後天 的な能力で
ある｡｣と定義し, セ ル フ ケ ア t エ ー ジ ェ ン シ ー の パ ワ ー
構成要素を10項目挙げて い るo オ レ ム の 構成要素と本研
究で 見出した セ ル フ ケ ア 能力を比較 して み ると, 各々 ,
翠素全体が カ バ ー す る概念は ほぼ重な っ て は い るも の
の , 要素と し て 現 し, 強調 され て い る 点は異な っ て い
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る｡ 本研究で は, 【応用力】【調整力】【自己の 身体を捉
える力】 と い う要素に特に現れ て い るように
"
自分や自
分の生活にあ っ だ
'
方法, 理解 の深め方を能力とし て捉
えて い る点に特徴があると考える｡ そ れ は, 慢性疾患を
も っ て長期にわたり自己管理 を生活の 中で行 っ て い か な
ければならな い と いう糖尿病の特徴が反映されたもの だ
と考える｡
他に オ レ ム の パ ワ ー 構成要素と比較 して 異なる点は ,
｢セ ル フ ケ ア操作を開始し遂行するの に必要な運動を実
施するにあた っ て , 身体およ び身体部分の位置を コ ン ト
ロ ー ル する能力｣ や ｢セ ル フ ケ ア操作の 遂行に適 した ,
認知技能t 知覚技能, 用手的技能, コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
技敵 お よび対人関係技能の レ パ ー ト リ ー ｣ の ように ,
そ の 人がも つ 身体機能や認知機能の 違 い によ っ て現れる
能力や対人関係能力に関する要素が本研究結果で は, 要
素とし て あらわれ て い な い こ と である｡ つ まり, 本研究
の セ ル フ ケ ア 能力の 要素で は , 要素の 各 々 に身体機能や
認知械能 , 対人関係能力を内在したもの とし て示された
と考える｡
本庄15
)
は, 慢性病者の セ ル フ ケ ア能力を査定する質
問紙を開発 して おり, そ の 質問紙を構成する下位概念
は, ｢ 健康管理 方法の 獲得と継続｣ ｢ 体調の 調整｣ ｢ 健康
管理 へ の 関心｣｢有効な支援の 獲得｣ の 4 つ である｡ 本
庄 の 質問紙項目と照ら して 本研究結果をみて み ると , 本
研究の 【糖尿病をもち つ つ 自己実現して い く力】【ス ト
レ ス対処力】 にあたる内容は本庄が示して い な い 概念で
ある｡ こ れ は, 本研究が セ ル フ ケ ア能力を糖尿病で求め
られ る自己管理を実行するため の 能力だけで なく, 糖尿
病をもち つ つ 自分ら しく生きるため の w ell-beingに貢献
する能力をも含んだもの と して 定義づけて い る こ と によ
るもの と考える｡
さ らに, 本研究結果の 特徴と して , 【モ ニ タ リ ン グカ】
が中心的要素とし て位置づ けられた点, 発展 の 方向性を
明確に して 要素が位置づ け られ た点があげられる ｡ 【モ
ニ タ リ ン グカ】 に つ い て は, 糖尿病で は, 血糖値に影響
する要因を理解し, 自分の 自己管理を見直して いく こと
が自己管理方法の 確立 に向けて重要で ある こ とや自分の
生活の 中で 病状の 程度を把握で きる血糖自己測定が開発
され て い る点が特徴的で あり, 糖尿病患者を対象と した
論文をもとに分析した こと によ っ て明確にな っ た と考え
る ｡ ま た, 発展 の 方向性に つ い て は, 本研究の デ ー タ が ,
看護援助の 中で糖尿病患者の 変化を捉えたセ ル フ ケア状
況の記述であり, 看護の 実践知を含むデ ー タ を分析し て
得た結果で あるためと考える ｡
2. セルフケア能力の要素の構造図の意義
本研究 で は, 看護 の 効果を測定するた め の ツ ー ル 開
発を目指し て セ ル フ ケ ア 能力の 要素を抽出するこ とが目
的であ っ た ｡ しか し, 摘出された セ ル フ ケ ア 能力の要素
を構造化 した ことで , 援助の 効果を測定するだけではな
く, 患者 の 目標や援助課題を見出す際にも有用なの で は
な い かと考えられた ｡
正 木は, ｢慢性病患者の看護援助の構造化の 試み｣
16-18)
で援助過程から援助課題を抽出し, そ の援助課題の性質
か ら, 『そ の 人個人と して の 人 間性』 と 『糖尿病患者と
して の 有能性』 と い う援助課題の 2側面を示 して い る｡
こ の 2 つ の 側面は , 今回 の研究で位置 づけられた 『自己
理解の 深まりと 自己実現』『自己管理方法の確立』 と い
う セ ル フ ケ ア能力の 発展の方向性と合致する ｡ 発展の 方
向性で どの ような セ ル フ ケ ア 能力が必要となるか を理解
で き, また セ ル フ ケ ア 能力の現れ方か ら, 発展の 方向性
や2側面の バ ラ ン ス をア セ ス メ ン トし て い ける の で は な
い だ ろうか ｡
本庄17) は , 慢性病者の セ ル フ ケ ア能力を評価する指
標を看護師の 面接調査か ら明らか に し, ①身体機能 レ
ベ ル と認知 レ ベ ル , ②健康管理 - の 関心, ③選択する能
九 ④強み と弱みを考慮して 生活を調整する能九 ⑤生
活に即した健康管理法を見出し継続する能力, ⑥有効な
支援の活用能力の 6 つ の 構成要素を示した｡ 本研究結果
は
,
本庄 の 6 つ の構成要素で示され た能力を説明しうる
もの と考える o さ らに本研究で は, 要素間の 関係性を検
討 し, 構造化した こ と で , 看護師が患者の 長期的な先行
きや目標 を意識しなが ら, そ の 時々 に必要な セ ル フ ケ ア
能力を査定できる可能性が示唆された ｡
以 上 の よう に , 本研究で の セ ル フ ケ ア能力の 要素を視
点に患者の セ ル フ ケア能力を評価で きれ ば, そ れをもと
に看護援助の課題 や方向性も焦点化する ことが できる の
で はな い か と考える ｡
今回抽出された セ ル フ ケア能力の 要素は, 既存 の概念
や先行研究と比較検討した結果, 必要十分な要素が明ら
か にされ て い ると考えられたと同時に, 看護援助におけ
る有用性が示唆され たと言える｡
セ ル ケ ア能力は患者一着護師と いう対人援助関係の 中
で発展し, 築きあげられる｡ つ まり, セ ル フ ケア能力を
評価する こ とによ っ て患者の セ ル フ ケア能力の 不足点を
看護師が見 つ け出し, 看護師が 一 方的に指導すると い う
援助のあり方では, セ ル フ ケ ア 能力の 向上 には つ なが ら
な い こ とを意味する ｡ 今後, セ ル ケ ア能力の 評価に向け
て は, セ ル フ ケア能力の 評価を各々 の 要素に つ い て の患
者がも っ て い る潜在能力に気付 い たり, 現在持 っ て い る
患者の強みを明確にで きるような項目化が重要と考える｡
Ⅶ . おわ りに
糖尿病患者の セ ル フ ケ ア 能力の 要素の抽出の ため , 糖
尿病患者を対象と した8論文を分析 し, 要素とそ の構造
を明らか に した ｡ 今後の セ ル フ ケ ア能力の評価項目の 検
討にお い て は, 看護実践を含むさらに幅広 い研究論文を
分析し, また, 既存 の セ ル フ ケ ア能力評価ツ ー ル の 項目
と の検討を行 っ た上で , 看護効果測定ツ ー ル と して看護
実践に活用で きるよう開発を進め て いく必要がある ｡
本研究は , 21世紀C O E プロ グ ラ ム ｢日本文化型看護
学の創出国際発信拠点｣ の サ ブプ ロ ジ ェ ク ト ｢日本型看
護効果測定ツ - ル 開発｣ の 一 部 である｡
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